
 

令和４年 4 月、8 月に北九州市の木造建物が密集する飲食店街で火災が発

生しました。4 月の火災では、焼損店舗は 43 店舗、焼損面積は約 1,800 ㎡、

８月の火災では、焼損店舗は 45 店舗、焼損面積は約 3,300 ㎡が被害にあい

ました。 

いずれの火災も原因は調査中ですが、木造建物が密集する飲食店街で一度

火災が発生すると大きな被害をもたらします。 

これからの時季は、空気が乾燥し、暖房器具や火気を使用する機会が増え

ることから、火災が発生しやすい状況となります。 

かけがえのない命と財産を守るために、火の元には十分注意しましょう。 

１ 来客などでその場を離れるときは、こんろの 。 

２ 厨房機器の周囲には 。

３ グリスフィルターやダクトは 。

４ はほこりを清掃し、不必要なプラグは抜く。 

５ 火災の発生を防ぐために、こんろ等は、 の付いた機器を使用する。 

６ 火災の拡大を防ぐために、部屋を整理整頓し、カーテンは を使用する。 

７ 火災を小さいうちに消すために、 を設置し、使い方を確認しておく。 


